
STELLARIS８ 簡易マニュアル 

顕微鏡本体のカバーをとる 

1. PC の電源を入れる ① 

2. 主電源を入れる  ② 

3. レーザーの電源を入れる ③ 

4. キースイッチを時計回りに 90 度回す ④ 

5. 自動位置調整が終われば、Sample の状態を顕微鏡本体でまず Check 

   ※ 蛍光は                   を点灯させないと光が出ない 

 

6．パソコンのログインを行い、    を立ち上げる。 

 

7．レーザーを起動する。 

 

 

 

 

 

8. Drag and Drop を使用して励起・蛍光取得領域を新規作成する。 

           にし、検索窓で色素名を入力すると、該当する蛍光色素が表示されます。 

 これらを下図 a  のように 

  ドラッグすると、励起波長 c および蛍光取得領域 b が自動設定されます。 （例は Alexa ）                   

  

85.00 % 

観察モード 

レンズ設定 

顕微鏡本体画面 

検索窓 

押して 2 秒待つ 

a 

b c 



9．シーケンスを増やす    ・・・8．と同様に設定する（例は DAPI を追加） 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 画像取得時のスキャン方法 （3 種） 

    1．Line: 撮影対象が動くライブイメージングに適した撮影方法（同時取得に近い） 

          他のシーケンス波長に重ならないような設定が必要 

    2．Frame：励起波長や蛍光波長を変えながら、1 つの検出器だけを使用して複数の  

          Channel の画像取得ができる。 

     3．Stack Sequence は z スタックで使用 Z を先に撮って次のシーケンスへ（Frame） 

 

 

10．Live ボタン     （画面左下）を押して像を出してみる。 

11．像がはっきりしなければ、モニターを見ながら、まず顕微鏡のフォーカスを合わせてみる。 

12．それでも画像が暗い時は Intensity を上げてみる。30％ぐらいまでは上げれる。 

13. それでも暗い時は、検出器をクリックして、Gain を上げる。 

    

※注意： 多重観察時、設定されている蛍光取得領域における割合を“Yield”で、蛍光がほかの検出器 

     へ漏れ込む割合を“Crosstalk”で示しています。“Yield”が高く、“Crosstalk”が低いほうがいい。 

 

 

10．シーケン

スを増やす 

13．Intensity 

レーザー光の強さ 

14．検出器 
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光の強さ もれこみ 



14．撮影時の設定 （まず Live を STOP する）  

     ① Format（画像サイズ）：     1024×1024 ピクセル 

     ② Speed：             100 

     ③ Line（Frame）Average：       2  

     ④ Line（Frame）Accu：       必要時 

         ※蛍光ボケ除去などコントラストを付けたいとき 

 

15．撮影：  準備ができたら、     （画面下） を押す 

                   点灯 → 消灯で完了 

   それぞれのチャンネルおよび、オーバーレイの画像取得が完了 

 

16．スケールを入れるには「annotation」を押してスケールのアイコンをクリックしてドラッグ 

   ※ 設定はバーを右クリックして Properties で詳細設定 （線のアングルも修正できる） 

 

 

17．保存：  

  ① まず、Open projects タグを押す 

  ② 該当ファイルを選び、右クリック Save Project で全体を保存 

  ③ 画像の保存は Export image を押して別に保残する。 

    ※保存場所の設定（DATA フォルダーに） 

                  

                 ※オーバーレイが必要な時は 

                    overlay に☑を入れる 

 

                 ※このランプが消灯していると 

                   生データの保存になる 

 

 

 

 

 

 

① 
② 

③ 

④ 

オーバーレイ 

 

（画面上） 

（画面左） 

✓ 

✓ 

☑で全てのシーケンスに反映 

※スケールを入れた時は 

 Anotation に☑を入れて、 

 Scale bar のチェックを外す。 

通常例 



18．終了操作： 

   ①レーザーを OFF にする 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② LAS X を閉じる。（☒で OK） 

  ③ PC を Shut down する。 

  ④ PC が切れてから、キースイッチを反時計回りに 90 度回す。 

  ⑤ レーザーの電源を切る。  

  ⑥ 主電源を切る。 

 

 

その他 

 レーザー使用中、「ピー」と連続音が鳴る時は、レーザーパワーが上がり過ぎている警告音 

 レーザーパワーを下げて、Gain で調整する。特に HyD X 検出器で鳴りやすくなっている。 
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